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	障がい当事者が自分らしく生活する上で欠かせない住環境整備の情報は、残念ながら行き届いていない現状にあります。重度化すればするほど在宅復帰は難しいとされており、施設入所を余儀なくされている状況において、在宅生活支援の中で、住環境整備を「後回し」にしないために私たちは何を“仕組み”にできるのかを考えたいと思います。　　　　　　　　　　　　
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	住環境整備 　　における　 　　多職種連携
	※参加費無料！
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	日時
	開催場所
	神戸学院大学ポートアイランド 　　　第1キャンパスD号館 D315 　兵庫県神戸市中央区港島1-1-3
	ZOOMとのハイブリッド開催

	開催団体




